
オープンソースは、もはやイノベーション

レッドハットがIBMの一員となり、日本IBMの技術
情報誌「PROVISION」に最初の投稿をさせていただく
ことを光栄に思います。最初の投稿ということもあり本
稿では、レッドハットがこれまで進めてきた企業向けオー
プンソースソフトウェア（以下、OSS）が企業のビジネ
スにどのように貢献できるのかを、今最も注目されてい
るOSSである「Kubernetes」とそのディストリビュー
ションの一つである「Red Hat OpenShift Container 
Platform」の観点から、両者の違いも含めて説明します。
本題に入る前に、OSSについて詳しくご存知でない

方は、OSSは商用ソフトウェアの代替であるとか、ソー
スコードが公開されていることでセキュリティーは大
丈夫なのかとか、OSSは自由に手に入れることができ
るのになぜ費用を払わなければならないなのかといっ
た疑問をもつかもしれません。本稿では、これらにつ
いても触れますが、まず読者の皆様に理解していただ
きたいこと、それは、“オープンソースは、もはやイノ
ベーションである”ということです。まずはこのこと
について説明していきます。

なぜ、そのOSSが生まれたのか？

OSSの誕生は、古くは1980年代前半、米国MITの天
才プログラマーであり、のちにオープンソースの父と
呼ばれているリチャード・ストールマン氏が創設した
GNUプロジェクト［1］にまでさかのぼります。当時ス
トールマンは、UNIXを利用して新しいソフトウェアを
開発する際、ソースコードを読めないプロプラエタリー
なソフトウェアが自身の開発の自由を奪っていること
に大きな不満を感じていました。彼には、ソフトウェア
のあるべき本来の姿は、開発者の自由を奪うことなく、
すべてのソースコードが公開されているべきだと考え
ていました。そうした信念のもと、彼はソフトウェア開
発者の著作権は守りつつも、再配布の自由や改変の自由
を与えるという全く新しいライセンス規約を定義し、そ
の規約のもとすべてのソースコードを公開したGNUと
いう新しいオペレーティング・システムを開発しました。
このようなライセンス規約のもとで開発された新しい
オペレーティング・システムは、世界中のソフトウェア
開発者に自由を与え、あらゆる発想のもと新しいソフト
ウェアの開発を促進できるとストールマンは考えました。

オープンソースは、ソースコードが公開され誰でも自由に入手でき配布できるソフトウェアです。近年オー

プンソースは企業システムに不可欠になってきています。本稿では、オープンソースとは何か、なぜそのオー

プンソースは生まれたのか、オープンソースが企業に与える価値とは何かを、最近最も注目されているコン

テナ技術を中心に解説します。

オープンソースは企業に
どのような価値をもたらすのか
コンテナや「Kubernetes」の価値を最大化するための考え方
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製品統括・事業戦略の担当本部長として、レッドハットの戦略的な製品を含む全ソリューション
の日本国内におけるビジネス開発を統括。レッドハットでは13年以上の経験があり、オープン
ソース、イノベーション、オープンカルチャー変革などについて多数講演。

レッドハット株式会社
製品統括・事業戦略  担当本部長　　岡下 浩明
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図1. 95%の企業がOSSは企業活動において戦略的に重要であると回答

出典：The State of Enterprise Open Source 2020, Red Hat Inc. 調査
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その後、1991年リーナス・トーバルズ氏によって
開発され、GNUのライセンス規約に基づいて公開され
た新しいオペレーティング・システムLinuxは、瞬く間
に世界中に広がり、再配布の自由や改変の自由という
ライセンスの特徴を生かすことで、あらゆる分野の“そ
れぞれの目的”に応じた多種多様なLinuxが誕生しまし
た。当時の「Red Hat Linux」は“パッケージ管理を簡
単にする目的”でコマーシャル向けLinuxとして1994
年に誕生し、その後、“企業向けLinuxに特化する目的”
でパッケージングを組み替え、「Red Hat Enterprise 
Linux」が2002年に再誕生しました。
このころのOSSは、商用UNIXに最適化されたデー

タベース・システムやWebサーバーをさまざまな
Linuxで動作させたいという“代替ソフトウェアとい
う目的”が主な動機でした。しかし、インターネット
の普及が拡大するにつれ企業のビジネスモデルが変化
し、ソフトウェア中心に急成長する新興企業（ドット・
コム企業）が自社のビジネスを成長させるための“ビジ
ネス課題を解決する目的”で新しい種類のソフトウェ
アをOSSとして公開するなど、OSSが誕生する目的が
変化してきました。
例えば、“ペタバイト級の大規模データを数千台

のサーバーで分散データ処理することを目的”とした
「Hadoop」は、Googleが大量のクロールデータから
効果的なインデックスを生成するための実現方法を論
文として公開されたことがその発端です。またコンテ
ナブームの火付け役になったDockerは、PaaSを提供
するベンチャー企業dotCloud社（のちのDocker社）
が、“他人が開発したアプリケーションの引き受けを簡

単にする目的”のためにコンテナ技術とそのパッケー
ジ化の考え方を再発明したことがその始まりです。さ
らに今最も注目されているコンテナのオーケストレー
ション基盤であるKubernetesは、“多数のクラスター
を横断してアプリケーション・コンテナを自動デプロ
イ、スケーリング、操作するためのプラットフォーム
を構築する目的”で、Googleの大規模なデータセンター
で実践されていたBorgというクラスター管理フレー
ムワークを参考にOSS化されました。つまり、最近の
OSSは商用ソフトウェアの代替という目的よりも、ソ
フトウェアを活用してビジネスを拡大していくための
課題を解決するためのソリューションへと目的が変わっ
てきていることに気が付きます。
このような背景もあり、2020年の調査［2］（図1）に

よれば95%の企業が「OSSは企業活動において戦略的
に重要である」と回答しています。近年のOSSは企業
のビジネス活動を支える最も重要なソフトウェア・テ
クノロジーとなっています。ソースコードを公開する
ことから始まるコラボレーションの連鎖は、世の中の
あらゆる課題を解決していく大きな流れの原動力になっ
ています。これが、“オープンソースは、もはやイノベー
ションである”という理由の根拠です。

みんなで創るから
オープンカルチャーが育まれる

優秀なソフトウェアがOSSとして公開されると、そ
のソフトウェアのコンセプトに同調する世界中の多く
のソフトウェア開発者がその開発に参加するようにな

What value does OPEN SOURCE bring to a company?
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レッドハット製品 レッドハット 製品アップストリーム アップストリームオープンソース・コミュニティー
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図2. すべてのレッドハット製品は、アップストリーム・ファーストの規律のもと、すべてのバグ修正、機能拡張は、
　　 アップストリームのプロジェクトを介して、OSSコミュニティーへの貢献が最初のアクションになる

り、一種のオープンソース・コミュニティーが誕生する
ようになります。オープンソース・コミュニティーでは、
お互いの参加をリスペクトしながらオープンなコミュ
ニケーションのもとで合意形成するという、オープンな
カルチャーが自然に育まれるようになります。こうした
オープンなカルチャーのもとで開発されるソフトウェ
アは、さまざまなアイデアに富み、速い進化を遂げると
いう傾向があります。レッドハットでは、約5,000を超
えるオープンソース・コミュニティーに積極的に参加
することでOSSの進化に日々貢献しています［3］。
また、コミュニティーの中には、それぞれの参加者

の目的に応じた新しい機能を追加したいという声が上っ
たり、標準化を求める意見が出たりするなど、コミュ
ニティーが巨大化してくることもあります。その場合
はオープンソース・コミュニティーを統制する組織が
誕生します。その代表的な例が「Linux Foundation」
［4］です。また、コンテナ技術を中心にコンテナのク
ラスター・オーケストレーションの標準を定める団体
として「Cloud Native Computing Foundation」（以
下、CNCF）［5］という組織が2015年発足され、 Linux 
Foundaitionの傘下に入りました。現在CNCFでは
Kubernetesの実装を中心に、クラウドネイティブに
関わるさまざまな標準を定めています。

アップストリーム・ファースト

広く普及するOSSは標準化団体によって統制され
る一方で、“ある特定の目的のため”にいくつかのOSS
パッケージを組み合わせたソフトウェア・セットがい

くつも登場します。これをディストリビューションと
呼びます。Linuxとは、そもそもOSの動きを決める
カーネル・ソフトウェアのことを言います。Red Hat 
Enterprise Linuxは、企業向けのOSが必要としてい
るさまざまなOSSパッケージをLinuxカーネルに組
み合わせ、企業用OSとして使うための品質と安定性
を高める改修を施し、認定ハードウェアでの動作保証、
セキュリティー脆弱性への対応を、サブスクリプション・
サービスに組み込んだ企業向けLinuxのディストリ
ビューションの一つです。Red Hat Enterprise 
Linuxは、“企業向けOSとして構成することが目的”
であるため、例えば携帯電話など小さな組み込み機器
向けのLinuxとしての利用は最初から想定されていま
せん。携帯電話向けのLinuxディストリビューション
として有名なものの一つに、Googleから提供されて
いるAndroidがあります。
このようにOSSをうまく活用するためには“OSSが

生まれた背景やその目的”を理解することはとても重要
です。なぜなら、そのOSSがどのような課題を解決す
るためのものなのか、どのような目的のために組み上げ
られたディストリビューションなのかを理解することで、
そのOSSをとても効果的に活用できるからです。
また、一般的なOSSには改変の自由が認められてい

る＊1ため、あるOSSのソースコードを基に独自の機能
を施したソフトウェア製品が市場には多数存在します。
独自の機能を施すためには、そのソースコードを分岐
する必要があります。独自の機能が固有の企業の営利
目的で拡張される場合、一般的にコミュニティーで管
理しているメインストリームにそのプログラムコード
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What value does OPEN SOURCE bring to a company?

を反映することは難しいでしょう。独自の目的による
OSSの分岐は一時的な課題解決という点では有効かも
しれませんが、長い目で見た場合、メインストリーム
との乖離が大きくなり、そのOSSの進化との間に矛盾
が発生したりセキュリティー脆弱性問題への対応が難
しくなったりすることが多々あります。歴史的に見れば、
独自の拡張を施してしているOSSは徐々に衰退してい
く傾向があります。
このような中、レッドハットが提供するすべての

OSS製品は、“アップストリーム・ファースト”という
規律のもとでソースコードの管理が行われています（図
2）。レッドハットも、提供するOSS製品を長期間サポー
トするという目的のためにメインストリームの特定の
状態のソースコードを枝分かれさせ、いくつかのパッ
ケージの組み替えを行い製品化します。しかし、レッド
ハットのOSS製品はパッケージの組み替えはあるもの
の、バグフィックスを含めソースコードに対して独自機
能は一切行いません。万が一にも見つかったバグやユー
ザーから企業向け製品として重要な機能拡張は、すべて 
“アップストリーム・ファースト"というコンセプトに
基づき、それぞれのOSSのメインストリームのソース
コードに反映することから始めます。その後、ダウンス
トリームを通して管理されているレッドハット製品の
ソースコードにバックポートするという方法を徹底し
ています。つまり、レッドハットのOSS製品にはレッ
ドハットの独自機能というものは存在しません。こう
することでレッドハットのOSS製品は常にOSSのイ
ノベーションとともに進化することができるのです。
＊1：OSSにはさまざまなライセンス規約があります。ここでいうライセンス規約は

GPL（General Public License）を示しています。

Kubernetes ディストリビューションは、
どれも同じか？

「Red Hat OpenShift」（以下、OpenShift）は、
Kubernetesディストリビューションの一つです。
OpenShiftのKubernetesの実装はアップストリー
ムのKubernetesのソースコードと100%同じであ
り、独自仕様は全く追加していません。それでは、他の
ディストリビューションと何が違うのでしょうか？　 
OpenShiftの特徴は、“一般的な企業が必要とするベ
ストなKubernetes環境を提供し、あらゆる環境に
一貫性を与える”という点です。一般的な企業とは、一

部のドットネット企業を除くすべての企業が対象にな
ります。また、ベストなKubernetes環境とは、OSS
のKubernetesに加えて、使いやすいグラフィカルな
ユーザー・インターフェースや運用ユーティリティー
との統合、統合開発環境の提供、開発から本番配備まで
のプロセスを自動化する機能、Kubernetes以上に高
度な運用を支援するパッケージの統合、そして、特定の
ハードウェアやクラウド環境での動作を事前にレッド
ハットが検証済みであることを保証するなど、すぐにで
も利用できるベストなKubernetesの環境を提供する
ということです。これら追加されるパッケージもすべ
てOSSです。また、あらゆる環境に一貫性を与えると
は、オンプレミスにでもパブリック・クラウドにでも配
備でき運用オペレーションを透過的に統一できること
を意味しています。このためにRed Hat Enterprise 
Linuxをベースとしたコンテナ専用のOSと完全に統合
させています。上記を含め、オープン・ハイブリッド・
クラウドを実現する企業向けのコンテナ基盤として
OpenShiftが特筆すべき機能は、次の5点になります。

● OSと一体化していることで、すべての環境において
Kubernetes環境のインストールからアップデート
まで自動化できること

● Kubernetesのエクステンションとして定義されて
いるクラスターの拡張やさまざまなネットワークや
ストレージの統合インターフェースの実装を確認し、
レッドハットがサポートできる構成において正常に
動作することを確認し、かつ、自動化フレームワー
クやサービスカタログの実装により、簡単に利用で
きる環境をあらかじめ統合していること

● クラウドネイティブなアプリケーションの実行と運用
管理に必要な機能としてCNCFで定義されているさま
ざまなOSS（Prometheus、Service Mesh、Knative/
Serverlessなど）をあらかじめKubernetesに統合
させていること

● レッドハットがOSS製品として提供する豊富なミド
ルウェアやフレームワーク、スクリプト言語、さらに、
IBMが提供するミドルウェアがOpenShift上で完全
に動作することを検証し、サポートされるコンテナ
として提供されていること 

● 上記のミドルウェアを含めDevOpsを進める上で必要
な統合開発環境および運用の自動化をサポートする機
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能が、あらかじめKubernetesに統合されていること

OpenShiftがKubernetesを企業向けに初めて
提供したのは、Kubernetesの誕生と同じ2015年
です。過去5年間において非常に多くのお客様に
Kubernetesのベストな環境を提供してきました。そ
の間、OpenShiftは15回もバージョンアップするこ
とで、企業が求める重要な機能を常に追加提供し続け
てきました。つまり、OpenShiftが実装している機能
拡張［6］（図3）は、既に導入済みの何千社のお客様が求
めてきた豊富な導入実績が基になっています。つまり、
Kubernetesのディストリビューションはどれも同じ
ではなく、それぞれのディストリビューションがどの
ような環境を想定して使ってもらいたいかという点で
大きく異なります。お客様にとってどのKubernetes 
ディストリビューションが良いかは、お客様が実現し
たい目的に最も適したKubernetesディストリビュー
ションは何かという軸で選択すべきだと考えます。

大切なのは、何を実現したいのか？

「コンテナ基盤を用意したがコンテナを必要とする
アプリケーションがない」という話をよく聞きます。こ
れはアプローチする方法が完全に間違っています。コン
テナ基盤を用意しただけでは何も価値を生み出しません。
コンテナ基盤にアプリケーションがデプロイされて初
めてビジネス価値を生み出し、そのアプリケーション
を賢く運用することでコンテナ基盤の価値が創出さ
れます。つまり、コンテナ基盤の価値を考えるために
は、アプリケーションにどのような価値を見いだすのか、
さらには、ビジネス・アジリティーに対してどのよう
な価値を見いだすのかという視点が必要です。
DockerやKubernetesのようなOSSが生まれた

背景や目的を思い出してください。これらのOSSが解
決した課題は、アプリケーションの引き受けを簡単にし
たり、アプリケーションのデプロイやスケーリングを自
動化したりすることです。この目的に加え、OpenShift
は、企業が必要とするベストなKubernetes環境、つま
り、高度なアプリケーションを支える豊富なミドル
ウェア・コンテナの提供、統合開発環境から高度な
ミドルウェアの環境構築・運用までを自動化、アプリ
ケーションを継続的改善できる環境の提供、そして、

どのような環境でも一貫性を保つという価値を提供し
ます。これにより、今すぐにでもミッション・クリティ
カルな企業アプリケーションを、コンテナとしてどのよ
うな環境にでもデプロイできるようになります。つま
り、OpenShiftは、企業が求めるアプリケーションをい
つでもデプロイできる状態にする環境を提供するとい
う価値を提供します。

サブスクリプションには
サポート以上の価値がある 

企業向けOSS製品を利用している人は、そのサポー
トを受けるためにサブスクリプションという有償サー
ビス制度があることをご存知でしょう。もちろん、コミュ
ニティーから提供されるOSSを利用する場合、サブス
クリプションという費用は発生しません。しかし、その
OSSを利用するためには自らオープンソース・コミュ
ニティーに参加する必要があります。オープンソース・
コミュニティーに参加するということは、オープンソース・
コミュニティーに貢献しているのと同じ意味になります。
ただ、言語の問題や文化に溶け込めるかなど、さまざま
な壁があることも事実です。さらに、Kubernetesなど
のような環境をうまく構築するためには、Kubernetes
以外のオープンソース・コミュニティーにも参加する
必要があり、それぞれのOSSコンポーネントを自ら組み
合わせなければならないという課題もあります。
このような背景からOSSを賢く利用していくため

には、ソフトウェアの構成や使い方など、さまざまな
サポートサービスが必要です。もちろん、不具合に遭
遇した場合にはなんらかの修正や回避策などをすぐ対
応しなければなりません。特に分散環境を前提とする
Kubernetesにおいては、Kubernetesだけでなくそ
の環境に統合されているすべてのコンポーネント間の
通信整合性に不具合があるのかないのかを確認するこ
と、あるいは、セキュリティーの脆弱性がない仕組み
を提供することは大切です。2020年1月にリリースし
たRed Hat OpenShift Container Platform 4.3で
は、特にこのセキュリティー周りの強化［7］があらゆ
る層で施されており、どのディストリビューションよ
りも堅牢なコンテナ基盤を提供できるようになりました。
とはいえ、分散環境を基本としているKubernetesに
おいて、セキュリティー脆弱性を含む障害が発生した
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さまざまなOSSコンポーネント一覧

OpenShift 4

（出典：Enterprise Kubernetes with OpenShift）
図3. OpenShift が実装している機能拡張

場合には、その障害をトレースするのには非常に高度
なスキルを必要とします。
レッドハットはOSSの製品提供をするとともに付属

するサブスクリプションというサービスメニューを通じて、
レッドハットのエンジニアリング・チーム、さらにはオー
プンソース・コミュニティーのエンジニアたちと密接に
連携した高度なサポートサービスを受けることができます。
このようにOSSのディストリビューションの選択には、
そのサポートサービスにどれだけの経験やノウハウが
あるのか、ソースコードレベルでサポートを可視化でき
るのかという視点はとても大切です。万が一、その障害
が新しい不具合に起因する問題であれば、レッドハット
のサポートはエンジニアを通してオープンソース・コミュ
ニティーのコアエンジニアにその修正を提案します。つ
まり、有償サブスクリプション制度に参加しているお客
様の活動は、単にソフトウェアのサポートを受けている
だけではなく、間接的にオープンソース・コミュニティー
とコラボレーションしているという意味でOSSの品質
改善に貢献していることになります。つまり、お客様も
オープンソース・コミュニティーのイノベーションに参
加していると言っても過言ではありません。

お客様のビジネスの成功が最も大切

オープンソースはイノベーションを提供します。OSS
が牽引するイノベーションとは、先人たちがソフト

ウェアを活用してビジネスを拡大する際に解決してき
た課題に対するソリューションです。この視点に立て
ば、お客様のビジネスを成功させるためにそのOSSに
どのような価値を見いだすべきかを理解できます。また、
レッドハットとIBMが提供する豊富なミドルウェアが
OpenShiftで正しく稼働できるということは、企業が
必要とする高度なアプリケーションを素早く構築でき、
かつ、継続的に変化させることができるソリューション
であるということが分かります。オープンソースを技
術で捉えることも大切ですが、オープンソースがどの
ようなビジネス課題を解決してきたのか、という発想
はもっと大切です。OSSをうまく活用することでお客
様のビジネスの成功を何倍にも高めることができると
考えています。
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